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６月２５日（木）１４：３０～１５：００　第４回　検数労連２０夏季一時金交渉


有額回答提示。日検協会：全国平均455,093円　全日検：全国一人平均383,945円


コロナへの責任転換は認めない。要求に沿った修正回答を求める！




















【全日検　有額回答】


１．支給額


（１）職員：算式（本給＋役付）×乗率＋一律＋α


　　　職員平均（218,986円）×1.446＋67,291円＋α


　　　　　　　　　　　　　　　全国一人平均383,945円＋α


　①　一　律　＝ 1年以上　５年未満　全国一律　62,000円


　　　　　　　　　　　　　10年未満　　　；　　64,500円


　　　　　　　　　　　　　15年未満　　　；　　67,000円


　　　　　　　　　　　　　20年未満　　　；  　69,500円


                     　   25年未満  　　；　　77,500円


                     　   25年以上　　　；　　82,500円


　②　α　　　＝　調整加算　　α　＝特別評価　　5,000円


（２）勤続一年未満の職員　　本給×1.8ヵ月


（３）その他身分


　①　見習職員　　　　　　　　　　　　全国一律　75,000円


　②　準職員　　　　　　　半年未満　　　　；　　25,000円


　　　　　　　　　　　　　１年未満　　　　；　　55,000円


　　　　　　　　　　　　　５年未満　　　　；　　75,000円


　　　　　　　　　　　　１０年未満　　　　；　 105,000円


                        １０年以上　　　　；　 115,000円


　②　契約雇員　　　　　　　　　　　　　　；　 125,000円


　　　　　


２．支給日　　　２０２０年７月１０日（金）


　　　　　　　　ただし、5銀行営業日前日までの妥結意思表示を条件とする。





３．


（１）支給日当日の在籍者に対し、2020年6月1日現在の身分


　　　給与により計算し支給する。


（２）支給計算期間　2019年11月1日～2020年4月30日


（３）その他取扱いは、従来どおりとする。


以上








　　　　　　　　　 　   






































































































































【日検協会有額回答】


１．支給額


（１）職員・雇員


（本給＋家族手当）×乗率＋都市手当＋α


（197,465円＋9,948円）×2.0ヵ月＋40,267円＋α





全国平均　455,093円＋α


（２）試用期間中の職員


｛（本給＋家族手当）×2.0ヵ月＋都市手当＋α｝×0.8


　　　　　　　　　　　　　　　　×在籍日数／１８０日





２．支給日　　　２０２０年７月１０日（金）





３．支給対象者２０２０年７月１０日現在、在籍の職員、雇員





４．計算期間　2019年12月1日より2020年5月31日


までとする。





５．その他の取扱いは、従来通りとする。


以上












































～第４回２０夏季一時金交渉～





　６月２５日（木）第４回検数労連２０夏季一時金交渉で、両協会より、上記のとおり有額回答が提示されました。





【日検協会】


　回答構築にあたり、前回の交渉で説明したとおり経営が厳しい状況ではあるが、この状況を乗り越えるためには従業員の協力が不可欠であるとの判断のもと、経営判断としての有額回答である。したがって労組の英断を求める。





【全日検】


　先日、夏季一時金に関する機関会議を経て、回答を構築した。






















































































した。


現在、新型コロナウイルスの


影響で収入が激減していること


や、先行きが見えない状況ではあるが、この状況を乗り切るためには従業員の協力が不可欠であり、要求額に沿うよう努力し、近づけた回答である。


　算式は従来通りを踏襲し、調整加算については各支部の状況を鑑み、算出している。





【組合主張】


　組合は両協会からの有額回答を受け、次のように主張し、次回交渉での修正回答を強く求めました。


春闘交渉の時にも主張したが、新型コロナウイルス感染症の影響があろうとも業績の悪化は経営責任と言わざるを得ない。


　コロナ禍においても日々現場で働いている従業員の労苦に応えるべく修正回答を求める。


　新型コロナの影響があろうとも一時金の計算期間との関係では上積みが可能との認識でいる。


　日検協会は『英断を願う』としているが、要求との関係では低額であり、我々は英断できない。よって、修正回答を求める。


　新型コロナウイルスの影響は全国に波及しており、従業員の協力が必要不可欠であるのならば、全日検の『特別評価』『調整加算』は不必要であり、その原資を乗率に配分するべきである。額もさることながら、回答算式も組合要求に沿った形での修正回答を強く求める。







































































　





















































次回交渉：　第５回　２０夏季一時金交渉　６月２９日（月）修正回答を求め、交渉を行います。








　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


